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道 井
2時間35)84)を採る人が多いが，1時間，30分s5〕
を採った人もある.著者は2時間を採った．
B)[3'-T3赤血球摂取率と他検査成績との比較
'3'I甲状腺摂取率,BMR,PBI,Cholesterol
等と本成績との比較を第24図，第25図に示め
す，但しこの関係には前述した理由によって単
純性甲状腺腫の成績を含まない.Hamolsky等
はこれらについての相関々係を否定している．
本成績とPBIとの比較では，相関係数r＝
0.907危瞬率0．1％以下で有意の相関を示めし
た．BMRとの比較では相関係数r=0.851,危
険率0．1％以下,'3'I甲状腺摂取率との比較で
は相関係数r=0.913危険率0.1%以下,Cho-
lesterolとの比較では相関係数r=-0.775危
険率0．1％以下で，いずれも有意の相関関係を
示めした．就中'3'I甲状腺摂取率との相関関係
が最も著明であったのは興味深かい
Fig.24Comparisonof'3'I-T3redcelluptakewithPBIandBMR.
???．??。?????﹈?
246810127I/df-20020406080%
PBI BMR
Fig25Comparisonof'3'-T3redcelluptakewith
'3'I-thyroidaluptakeandcholesterol.
??ョ????。??』????。
??
?????
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'瓢Iによる甲状腺疾患の診断補遺
第5章
319例の甲状腺疾患々者，37例の正常者につ
いて,1311甲状腺摂取率，唾液内13'1排泄率，
PB13'I交換率,'3'I-T3赤血球摂取率，尿中1311
排泄率等の甲状腺機能検査法及び甲状腺Scin-
tigramを施行し，以下の如き結果を得た．
1)'3'1甲状腺摂取率は臨床症状とよく合致
し疾患群間の重なり合いが少ないことを確か
め，本法に及ぼす誤差因子について考察を行っ
た．
2〕唾液内1311排泄率は臨床症状とよく一致
し，また機能冗進症の治療経過判定に有力な方
法であると考えられた．
3)PB13'I交換率は,100/fcの投与量では測
定誤差が大きく，余り診断的価値を認めなかっ
た．
4）尿中1311排泄率は疾患群間の重なり合い
が多く，診断上余り有意義ではなかった．
5)"invitro"にて行う甲状腺機能検査法と
して,'31I-T3赤血球摂取率を測定し,正常，機
能低下症においては諸家の成績と同じ傾向を示
したが，機能冗進症では平均値において約10％
程，諸家の成績より高かった．著者は本法の
mechanismとしてHamolskyの提唱するTBP
説について検討し，この説が完全なものではな
いがmechanismの説明に好都合であることを
確かめた．
6)'311甲状腺摂取率と唾液内1$'排泄率及
UfBMRとの比較では著明な相関々係を認め
た.'311甲状腺摂取率と血中PBI,Cholesterol
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